
 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２月１８日ＪＲ総連は前回１５日に引き続き、各単組の代表と「８．８大集

会」で創り上げた政策提言をたしろ議員政策秘書と共に、国土交通省・内閣府に

対して要請行動を行いました。 
ＪＲ東労組からは、国土交通省観光庁に対して観光立国の実現に向けた政策として①案内

標識・ガイドサービスの向上②廃業旅館等の解体制度整備③旅館・ホテルの Wi-Fi 環境整備

促進、国土交通省自動車局に対して①バスの安定した輸送の実現を目指した人材確保及び育

成②バス業界の安全性・利便性向上③災害・異常時に強いバス輸送の確立、内閣府に対して

地域自治体と共同した防災・減災にむけて①防災士の事業所配置と財政支援②地方自治体・

消防署・公共交通機関の事業者および労働者の代表による定期協議③自治体・消防署・地域

住民・公共交通機関の事業者による合同現地訓練④避難誘導標識の日本標準規格作成設置と

教育など、各種フォーラムで練り上げた提言内容や職場の現状を訴えました。 

ＪＲバス関東・東北本部からも４名が参加し、深刻な人材不足に対する具体的な対策、車

両構造・自動停車などの安全装置強化と補助制度の確立、地方創生やインバウンドの活性化

と具体案を重点的に、バス職場からの視点で練り上げた政策について実現に向けた具体的な

意見交換を行うことができました。今後もバス労働者の政策・たしろ議員の政策として更に

取り組みを継続していきます。 
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たしろ参議院議員応援の取り組みは 

バス職場の安全・労働条件向上にも直結！ 

共に安全なバス業界をつくりあげよう！ 

～各フォーラムで創り上げられた政策実現に向けて～ 

ＪＲ総連省庁要請行動２日目、内閣府・国交省（観

光庁・自動車局）から回答受け意見交換おこなう！ 


